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夏野菜がたくさん採れました。

土肥ホーム

暑い夏には大きなスイカも登場！！

菜の花ホーム

昔を思い出しながらそろばんで脳トレを！！

土肥ホーム

戸田デイサービス

おやつの時間には手作りのどら焼きを！！

土肥ホーム

土肥の夏の風物詩
海上花火大会、今年も行ってきました

土肥ホーム

高齢者福祉研究大会において、
これまでの外国人介護士の人材育成をテーマとした
「半年で夜勤デビュー！！　～１期生の軌跡で生まれた
2期生のスピード成功物語～」 を発表してきました



地域の高齢者を支える皆さん ～戸田地区～
戸田デイ
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センター

が
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「居場所くるらの家」は、代表の山田いさみ氏が発起

人となり、‘‘高齢者がいつまでも健康で健やかに集

える場所づくり’’をコンセプトに立ちあげた会であ

り、今年で10年目を迎えます。毎週水曜日、道の駅

くるら戸田内にある地区センターで100歳体操や

各種ゲームや季節の行事や演奏会などのイベント

を行っており、地域の高齢者が集える場所になって

います。運営は20名程のボランティアスタッフによ

り支えられています。

「戸田に住み続け隊 笑～ら」は、令和５年７月から活動を開始した有償ボランティ

ア団体です。地域住民自らが地域の高齢者や障がい者を支え、いつまでもこの地

域での暮らしが継続できるよう、住民同士の支え合いの輪を広げる活動をしてい

ます。主な活動は、ゴミ出しや移動支援などの生活の困りごとへの対応である在

宅高齢者等支援事業やサロンと地域活動の準備や手伝いといった地域活動支援

事業、広報活動やサポーター育成のための説明会や研修など、その他目的を達成

するための事業を実施しています。今年度からはくるらの家の送迎や戸田診療所

への受診時のサポートなどの移動支援も始めており、活動の幅を広げています。
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令和6年度　土肥ホーム事業収入

令和6年度　土肥ホーム事業支出

土肥・戸田 ホームページ

土肥ホームの日々 検索検索戸田デイサービスの日々 検索検索

ホームページでは日常の様子や出来事、
様々な取り組み等も公開中。是非、ご覧下さい。

戸田デイサービス 土肥ホーム

事業活動収入
98.4%

人件費支出
72.8%

施設整備等
支出 6.4%

事業費支出
15.4%

事務費支出
5.4%

施設整備等
収入 0.2%

その他の
活動収入
1.4%

編 集 後 記

みなさま、こんにちは。
今年の夏は全国的に猛暑日を記録し、夜になっ
ても蒸し暑い日々が続いていました。９月に入り
やっと夜も涼しく過ごしやすくなってきたかなと感
じています。夏から秋へと季節の移り変わり。
風景の変わり目も楽しみながら体調に気をつけて、
お過ごしくださいね。

（広報誌委員会　しみずO－O）

お米は古くから日本人に親しまれてきたなじみ
深い食材です。土肥ホームでは利用者様が食
べやすいよう試行錯誤しながらお米を炊いて
います。日々の食事の中で利用者様の笑顔や

「おいしいね」
と言っていただ
けることがつく
ることの喜びに
繋がっています。
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はじめまして私の名前はス ス 

トゥエと申します。日本語はま

だ勉強中ですが皆さまが毎日

笑顔で安心して過ごせるよう、

心を込めて介護をがんばります。

少しずつ覚えていきますので、

どうぞよろしくお願いいたします。

私の名前はジュ ジュ マウンと

申します。介護の仕事は初めて

ですが、利用者様の気持ちに寄

り添いながら、一つ一つ丁寧に

学んで、精一杯がんばりたいと

思っています。

ス ス トゥエさん　と　ジュ ジュ マウンさん


